
ともに
挑戦 と

もに感動 とも
に笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と
想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成24年6月1日現在（　　）は前月との増減

人　口　12,869人（△6）　男　6,220人（△4）
世　帯　 5,485戸（＋7）　女　6,649人（△2）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

夏バテ予防
（熱中症予防）
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火災・救急
テレホンガイド

☆食欲が落ちやすい時期です。食欲が増すメニューをご紹介します☆

交通事故・火災が多発しています。町民一人ひとりが安心・安全な町を目指して、
交通安全・火災予防に努めましょう。

  材　料   作り方

①おくらはサッと洗って塩をすりこむ。
　沸騰したら湯にそのまま入れ色よくゆでる。
　冷水にとって手早く冷まし、水気を切って小
口切りにする。
②なすはへたをとり縦に４つに切り、1ｃｍくらい
のいちょう切りにする。
③しょうが、にんにくをみじん切りにし、鍋にサラ
ダ油を入れ弱火で炒め香りが立ったらなすを
入れる。じっくり炒めたら、しょうゆを加え味を
からませ火を止め、おくらを混ぜ合わせる。
④冷たい豆腐を一口大に切り器に盛り③の炒
めたなすをかけ、せん切りにした青じそとごまをふりかける。トマトを添える。

オクラとなすのつるつる豆腐（２人分）

豆腐………………………… １/２丁
なす…………………………… 1本
にんにく………………… 小さじ１
しょうが…………………… 小さじ１
サラダ油………………… 小さじ１
おくら………………………… 2本
しょうゆ………………… 大さじ１/２
青じそ………………………… 2枚
ごま…………………………… 適量
トマト……………………… 1/2個

料理名

  材　料   作り方

①熱湯に豚肉を広げて入れゆでる。色が変わっ
たら水に取り、水気が切れたら食べやすい大
きさに切る。
②おくらを塩で揉んでゆで、レタスは食べやす
い大きさにちぎる。
　大葉とミニトマトも洗っておく。
③大根はすりおろし、千切りにしたしょうが、ね
ぎ、切ったおくらと一緒にAの調味料と混ぜ
合わせる。
④お皿にレタスと大葉を敷き①の豚肉をのせ
③をかけ、ミニトマトを添える。

豚肉冷しゃぶおろし薬味だれ（２人分）

豚肉（しゃぶしゃぶ用）……… 150ｇ
レタス………………………… 4０ｇ
おくら………………………… 2本
ミニトマト………………… 2～3粒
ねぎ…………………………… 10g
大葉……………………… １～2枚
しょうが……………………… 少々
大根………………………… 6０ｇ
　しょうゆ………………… 14ｇ
A　酢………………………… 12ｇ
　ごま油…………………… 6ｇ

料理名

献血のご協力を
お願いします！

　７月17日（火）に下記の時間帯に移動献血車が来て集団献血
を行います。
　毎年、夏場は献血者数が減少するので、ぜひ皆様のご協力
をお願いいたします。
　なお、献血手帳をお持ちの方はご持参ください。
●農村環境改善センター　　　午前10時から正午まで
●ロマン高原かよう総合会館　午後２時から午後４時まで

広 報

2012

vol.93
77
vol.93

目
指
せ
！
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

【町長杯グラウンド・ゴルフ大会】

主な記事
・P02～特集
　　無数に広がる星々
　　アストロコテージ・ガリレオで
　　満天の星空を眺めてみませんか
・P06～まちの話題
・P11～役場からのお知らせ
・P14～インフォメーション　など
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■特　集 ■特　集
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■特　集 ■特　集

■施設の概要�
　この施設は、宿泊設備付き天文台です。宿泊定員は５名です。一棟貸切となりますので１家族または１グ
ループでのご利用となります。
　住所：下加茂1506－109（旧ストックファーム内）

【天体観測室】
〈ドーム内望遠鏡〉
　口径30㎝の赤道儀式反射望遠鏡を備えて
います。
　大型望遠鏡をご自分で操作される方は、
あらかじめ申込時にご相談ください。
　なお、初めての方は、ボランティアが指
導します。

〈貸出用望遠鏡〉
　口径10㎝の屈折望遠鏡が
あります。

【お申し込み・お問い合わせ先】　協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301

区　　　分 金　　額 備　　考
基　本　施　設　使　用　料 ５，０００円 一棟貸切の料金

利用料（基本施設使用料に加算されます） １，０００円 １人につき（小学生以上）

望遠鏡使用料
ドーム内 ２，０００円 操作はボランティア指導員か、天文

に詳しい人に限ります。　
移動用小型 １，０００円

※例）３人が宿泊し、ドーム内望遠鏡を利用する場合の料金計算
　　　基本施設使用料5,000円＋利用料3,000円＋望遠鏡使用料2,000円＝10,000円

【施設使用料】　　　

【宿泊スペース】
　６畳の和室二間と、リビング、
風呂、トイレを完備しています。
　材料持参で、炊事ができる設備
を整えています。

■利用の流れ�

　

人
工
の
光
が
届
か
な
い
真
っ
暗
な
夜
空

に
輝
く
星
は
、
本
当
に
き
れ
い
で
す
。

　

夏
の
夜
空
に
か
か
る
天
の
川
、
凍
て
つ

く
よ
う
な
冬
空
に
輝
く
シ
リ
ウ
ス
の
青
白

い
光
、
星
に
詳
し
く
な
く
て
も
夜
空
を
見

上
げ
、
星
空
に
感
動
し
た
人
は
少
な
く
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
街
の
光
で
夜
空
が
明
る
く

な
り
、
暗
い
場
所
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
吉
備
中
央
町
に
は
、
小
高
い
丘
の

上
に
建
ち
、
星
空
を
３
６
０
度
見
渡
す
こ

と
が
で
き
る
天
体
観
測
施
設
「
ア
ス
ト
ロ

コ
テ
ー
ジ
・
ガ
リ
レ
オ
」
が
あ
り
ま
す
。

　

自
炊
設
備
も
完
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

泊
ま
り
が
け
で
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
は
、
ご
家
族
、
ご
友
人

と
一
緒
に
ア
ス
ト
ロ
コ
テ
ー
ジ
・
ガ
リ
レ

オ
で
満
天
の
星
を
眺
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

土星が
見えたよ！

空き状況
の 確 認 仮 予 約 利用申込書

を　提　出

審　査 利　　用
決定通知

利 用 料
お支払い 利　　用

※予約は利用の３カ月前
　から行っています。

月の写真が上手

く撮れたよ！

満天の星を眺めてみませんか

無数に広がる星々

アストロコテージ・ガリレオで



熱中症を疑ったときには何をするべきか（現場での応急措置）

熱中症を疑う症状とは…
〇めまい・失神
〇筋肉痛・筋肉の硬直
〇大量の発汗
〇頭痛・気分の不快・吐き気・嘔吐・
　倦怠感・虚脱感
〇意識障害・けいれん・手足の運動障害
〇高体温

熱中症を
疑う症状の
有無

有

①涼しい場所への避難

意識はある
呼びかけに対し
返事がおかしい

意識がない

水分を
自分で摂取
できるか

水分摂取できる

水分を自力で
摂取できない

回復しない場合は
医療機関へ

救急隊を要請

①涼しい場所への避難

②脱衣と冷却

⑤医療機関へ搬送

②脱衣と冷却

③水分・塩分の補給

④症状が改善しない場合

意識の確認
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熱

中

症
に

注

意
し
ま
し
ょ
う
！

　

熱
中
症
は
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
６
月

や
、
急
に
暑
く
な
る
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、

多
く
発
生
し
ま
す
。

　

熱
中
症
と
い
え
ば
、
炎
天
下
で
激
し
い
ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
い
る
時
に
な
り
や
す
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
直
接
、
日
光
に
当
た
ら
な
い
車
内
や
室

内
で
も
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
、
乳
幼
児
や
高
齢

者
の
死
亡
事
故
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
事
故
は
、
毎
年
多
発
し
て

お
り
、
岡
山
県
に
お
い
て
も
、
平
成
23
年
７
月
か

ら
９
月
ま
で
の
間
に
、
熱
中
症
に
よ
り
救
急
搬
送

さ
れ
た
方
は
、
７
９
７
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

熱
中
症
は
、
正
し
い
知
識
を
も
ち
、
適
切
な
対

処
の
仕
方
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
熱
中
症
の
予
防
を
心
が
け
、
楽
し
く
安
全

に
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
７
月
か
ら
８
月
の
暑
い
季
節
に

�

多
く
発
生
す
る
熱
中
症
】

　

私
た
ち
の
体
は
、
血
管
を
広
げ
て
外
気
に
体
内
の
熱
を
放

散
し
た
り
、
汗
を
か
い
て
蒸
発
さ
せ
た
り
し
て
体
温
の
急
激

な
上
昇
を
防
い
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
気
温
が
高
い
と
体
内

の
熱
は
放
散
さ
れ
ず
、湿
度
が
高
い
と
汗
は
蒸
発
し
ま
せ
ん
。

　

熱
中
症
は
、
周
り
の
温
度
に
体
が
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
）
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
な

ど
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
毎
年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

最
も
多
く
発
生
し
、
症
状
が
重
く
な
る
と
命
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、気
温
や
湿
度
が
異
常
に
高
い
日
が
続
い
た
場
合
や
、

風
が
弱
い
、
日
差
し
が
強
い
な
ど
の
環
境
で
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
体
調
不
良
の
人
、高
齢
者
、小
児
、肥
満
の
人
、

普
段
か
ら
運
動
を
し
て
い
な
い
人
な
ど
は
熱
中
症
に
な
り
や

す
い
の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

【
熱
中
症
の
症
状
】

　

環
境
省
が
ま
と
め
た
「
熱
中
症
環
境
保
健
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

で
は
、
熱
中
症
の
症
状
を
Ⅰ
度
か
ら
Ⅲ
度
ま
で
の
三
つ
に
区

分
し
て
い
ま
す
。 

□
Ⅰ
度
（
現
場
で
の
応
急
処
置
で
対
応
で
き
る
軽
症
）

　
　
　

 

め
ま
い
・
失
神
・
筋
肉
痛
・
筋
肉
の
硬
直
・
大
量
の

発
汗

□
Ⅱ
度
（
病
院
へ
の
搬
送
を
必
要
と
す
る
中
等
症
）

　
　
　

 

頭
痛
・
気
分
の
不
快
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・
倦
怠
感
・

虚
脱
感

□
Ⅲ
度
（
入
院
し
て
集
中
治
療
の
必
要
性
の
あ
る
重
症
）

　
　
　

 

意
識
障
害
・
け
い
れ
ん
・
手
足
の
運
動
障
害
・
高
体

温

　

次
の
症
状
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
熱
中
症
の
危
険
信

号
と
し
て
積
極
的
に
重
症
の
熱
中
症
を
疑
う
べ
き
で
し
ょ 

う
。

熱
中
症
を
疑
っ
た
と
き
に
は
何
を
す
る
べ
き
か

～
現
場
で
の
応
急
措
置
～

①
涼
し
い
環
境
へ
の
避
難

　

風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
、
で
き
れ
ば
ク
ー
ラ
ー
が
効
い
て

い
る
室
内
な
ど
に
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

②
脱
衣
と
冷
却

　

・
衣
服
を
脱
が
せ
て
、
体
か
ら
熱
の
放
散
を
助
け
ま
す
。

　

・ 

露
出
さ
せ
た
皮
膚
に
水
を
か
け
て
、
う
ち
わ
や
扇
風
機

な
ど
で
扇
ぐ
こ
と
に
よ
り
体
を
冷
や
し
ま
す
。

　

・ 

氷
嚢
な
ど
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
首
、
脇
の
下
、
足
の
付

け
根
に
当
て
て
皮
膚
の
直
下
を
流
れ
て
い
る
血
液
を
冷

や
す
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

・ 

深
部
体
温
で
40
℃
を
超
え
る
と
全
身
け
い
れ
ん
（
全
身

を
ひ
き
つ
け
る
）、
血
液
凝
固
障
害
（
血
液
が
固
ま
ら

な
い
）
な
ど
の
症
状
も
現
れ
ま
す
。

　

・ 

体
温
の
冷
却
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
重
症
者
を
救
命
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
い
か
に

早
く
体
温
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い

熱
中
症
の
危
険
信
号

　
・
高
い
体
温

　
・
赤
い
、
熱
い
、
乾
い
た
皮
膚

　
　（
全
く
汗
を
か
か
な
い
、
触
る
と
と
て
も
熱
い
）

　
・
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
と
す
る
頭
痛

　
・
め
ま
い
、
吐
き
気

　
・
意
識
障
害

　
　（
応
答
が
異
常
で
あ
る
、
呼
び
か
け
に
反
応
が
な
い
な
ど
）

ま
す
。

　

・ 

救
急
隊
を
要
請
し
た
と
し
て
も
、
救
急
隊
の
到
着
前
か

ら
冷
却
を
開
始
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

③
水
分
・
塩
分
の
補
給

　

・
冷
た
い
水
を
与
え
ま
す
。

　

 　

 

冷
た
い
飲
み
物
は
胃
の
表
面
で
熱
を
奪
い
ま
す
。
大
量

の
発
汗
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
汗
で
失
わ
れ
た
塩
分
も

適
切
に
補
え
る
経
口
補
水
液
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な

ど
が
最
適
で
す
。
食
塩
水
（
１
リ
ッ
ト
ル
に
１
～
２
グ

ラ
ム
の
食
塩
）
も
有
効
で
す
。

　

・ 

応
答
が
明
瞭
で
、
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
な
ら
、

水
分
を
口
か
ら
摂
取
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

・ 「
呼
び
掛
け
や
刺
激
に
対
す
る
反
応
が
お
か
し
い
」、「
返

事
が
な
い
」（
意
識
障
害
が
あ
る
）
時
に
は
誤
っ
て
水

分
が
気
道
に
流
れ
込
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ま
た「
吐

き
気
を
訴
え
る
」、「
吐
く
」
と
い
う
症
状
は
、
す
で
に

胃
腸
の
動
き
が
鈍
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。
こ
れ
ら
の
場

合
は
、
口
か
ら
水
分
を
入
れ
る
の
は
禁
物
で
す
。

【
熱
中
症
予
防
！
夏
バ
テ
し
な
い
体
を
つ
く
る
】

◇
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

　

 　

熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
日
頃

か
ら
体
力
を
付
け
て
お
く
こ
と
が
大
事
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
必
要
が
あ

り
、
特
に
、
カ
リ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
ク
エ
ン
酸
を

し
っ
か
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

※
注　

 

心
臓
病
、
腎
臓
病
等
の
疾
病
が
あ
る
方
は
、
主
治

医
の
先
生
と
よ
く
ご
相
談
の
う
え
摂
取
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
夏
バ
テ
に
効
く
食
べ
物

　

★
カ
リ
ウ
ム

　

 　

汗
を
か
く
と
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
が
排
泄
さ
れ
ま
す

が
、同
時
に
カ
リ
ウ
ム
も
排
泄
さ
れ
ま
す
。カ
リ
ウ
ム
が
失

わ
れ
る
と
細
胞
内
が
脱
水
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
〈
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
〉

　
　

 

小
豆
、
い
ん
げ
ん
、
パ
セ
リ
、
干
し
ひ
じ
き
、
ほ
う
れ

ん
草
、
じ
ゃ
が
い
も
、
バ
ナ
ナ
な
ど

　

★
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１

　
　

 

体
の
中
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
、

食
欲
不
振
や
倦
怠
感
、
足
の
し
び
れ
や
む
く
み
な
ど
の

症
状
が
発
生
し
ま
す
。

　
〈
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
多
く
含
む
食
品
〉

　
　

 

豚
肉
（
ヒ
レ
肉
、モ
モ
肉
、ロ
ー
ス
肉
、ひ
き
肉
な
ど
）、

う
な
ぎ
、
海
苔
、
大
豆
（
乾
）
な
ど

　

★
ク
エ
ン
酸

　

 　

疲
労
物
質
（
乳
酸
）
を
抑
え
、
疲
労
回
復
に
優
れ
た
栄

養
素
で
す
。
ま
た
、
胃
酸
の
働
き
を
助
け
、
食
欲
増
進
に

繋
が
る
ほ
か
、
抗
菌
作
用
で
菌
の
繁
殖
を
抑
制
し
、
食
中

毒
予
防
に
も
効
果
的
で
す
。

　
〈
ク
エ
ン
酸
を
多
く
含
む
食
品
〉

　
　

 

レ
モ
ン
、オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
柑
橘
類
、梅
干
し
、食
酢
、

黒
酢
な
ど

　

※ 

注　

 

水
の
が
ぶ
飲
み
、甘
い
ジ
ュ
ー
ス
の
飲
み
過
ぎ
は
、

脱
水
症
状
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
の
で
、
対
策
を
し
っ
か

り
行
い
、
楽
し
く
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

※
参
考
資
料　

環
境
省 

熱
中
症 

環
境
保
健
マ
ニ
ュ
ア
ル

【熱中症を予防するために】

○暑さを避けましょう。
○服装を工夫しましょう。
○こまめに水分を補給しましょう。
○急に暑くなる日に注意しましょう。
○暑さに備えた体づくりをしましょう。
○個人差を考慮しましょう。
○集団活動の場ではお互いに配慮しましょう。

熱中症はどのように起こるのか

平常時 暑い時・運動や活動

汗の
蒸発

熱放散 熱放散

外気への
熱伝導

異常時

熱中症

体に熱がたまる
（体温上昇）

体温調節反応

体のバランスの破綻

体温上昇

発汗
皮膚に血液を集める
（皮膚温上昇）
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吉
備
中
央
町
は
、
自
治
体
の
地

理
的
位
置
か
ら
「
へ
そ
」「
ま
ん

な
か
」「
中
心
」
を
呼
称
し
て
い

る
市
町
村
で
構
成
さ
れ
た
「
全
国

へ
そ
の
ま
ち
協
議
会
」
に
加
盟
し

て
い
ま
す
。

　
「
全
国
へ
そ
の
ま
ち
協
議
会
」

に
は
、現
在
▽「
北
海
道
の
へ
そ
」

北
海
道
富
良
野
市
▽
「
福
島
の
ま

ん
な
か
」
福
島
県
本
宮
市
▽
「
日
本
列
島
の
中
心
」
栃
木
県

佐
野
市
▽
「
日
本
の
ま
ん
な
か
」
群
馬
県
渋
川
市
▽
「
日
本

の
へ
そ
」
兵
庫
県
西
脇
市
▽
「
九
州
の
へ
そ
」
熊
本
県
山
都

町
▽
「
沖
縄
本
島
の
中
心
」
沖
縄
県
宜
野
座
村
▽
「
岡
山
の

ま
ん
な
か
」
吉
備
中
央
町
の
８
市
町
村
が
加
盟
し
て
お
り
、

情
報
交
換
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
災
害
時
の
応
援
体
制
を

定
め
た
災
害
時
相
互
応
援
の
覚
書
の
締
結
な
ど
、
相
互
の
親

善
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、「
へ
そ
の
ま
ち
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
が

完
成
し
ま
し
た
。
加
茂
川
庁
舎
と
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合

会
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

５
月
７
日
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
を
祝
い
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
う
行
事「
花
祭
り
」が
神
護
寺（
吉
川
）

で
行
わ
れ
、
吉
川
保
育
園
園
児
と
地
域
住
民
が
参
加
し
ま
し

た
。
祭
り
で
は
、
北き

た

野の

恵け
い

祥し
ょ
う

住
職
が
読
経
す
る
中
、
参
加
し

た
園
児
一
人
ひ
と
り
が
、
花
御
堂
の
中
に
据
え
ら
れ
た
誕
生

仏
に
柄
杓
で
甘
茶
を
か
け
て
手
を
あ
わ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
無
病
息
災
を
願
い
な
が

ら
、
大
き
な
数
珠
を
回
し
た
り
、
花
祭
り
の
歌
を
歌
っ
た
り

し
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
野
住
職
が
絵
を
交
え
て
お
釈
迦
様
誕
生
の
話
し

を
さ
れ
る
と
、
園
児
た
ち
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

伝
統
文
化
の
継
承
を
目
的
に
作
ら

れ
た
「
当
番
祭
」（
県
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
）
の
記
録
集
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
４
月
25
日
、
編
さ
ん

を
手
掛
け
た
吉
川
八
幡
宮
当
番
祭
記

録
保
存
委
員
会
の
河か

わ

内う
ち

是こ
れ

純す
み

委
員
長

（
吉
川
八
幡
宮
文
化
財
保
存
会
会
長
）

か
ら
重
森
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
録
集
は
、
石い

し

井い

紀の
り

之ゆ
き

宮
司
を
は
じ
め
、
難な
ん

波ば

雅ま
さ

俊と
し

総
代

な
ど
10
名
で
構
成
さ
れ
た
同
委
員
会
が
、
昭
和
58
年
に
発
行

さ
れ
た
「
当
番
祭
の
写
真
集
」
の
改
訂
版
と
し
て
、
約
１
年

か
け
て
作
製
。
委
員
が
撮
影
し
た
写
真
や
氏
子
か
ら
提
供
い

た
だ
い
た
写
真
を
中
心
に
、
神
事
の
様
子
や
準
備
の
内
容
な

ど
を
細
か
に
記
録
す
る
と
と
も
に
、
神
事
の
呼
称
の
統
一
化

を
図
る
な
ど
、
祭
り
を
次
世
代
に
忠
実
に
伝
え
る
貴
重
な
資

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
川
八
幡
宮
に
関
す
る
資
料

や
、
平
成
８
年
～
10
年
に
行
わ
れ
た
本
殿
の
修
復
の
様
子
な

ど
も
併
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

河
内
委
員
長
は
「
手
引
書
と
な
る
よ
う
作
製
し
ま
し
た
。

少
子
化
に
よ
り
当
番
様
に
選
ば
れ
る
子
ど
も
が
少
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
知
恵
を
出
し
な
が
ら
後
世
に
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
録
集
は
、
約
３
０
０
戸
の
氏
子

に
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
町
内
の
小
中

学
校
や
図
書
館
な
ど
約
１
０
０
カ
所

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
記
録
集
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
吉
川
公
民
館
ま
で
。

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
０
２
０

　

町
で
は
、
松
林
の
保
全
を
図
る
た
め
継
続
的
に
空
中
散
布

を
は
じ
め
と
し
た
松
く
い
虫
防
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ひ
と
つ
に
松
の
幹
に
あ
ら
か
じ
め
薬
剤
を
注
入
し
て
、
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
体
長
１
ミ
リ
に
も
満
た
な
い
害

虫
の
増
殖
を
抑
え
て
松
枯
れ
を
防
ぐ
「
樹
幹
注
入
」
と
い
う

方
法
が
あ
り
、「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」
を
活
用
し

た
市
町
村
提
案
型
森
づ
く
り
事
業
に
よ
っ
て
今
年
２
月
に
大

平
山
い
こ
い
の
森
周
辺
の
松
林
で
樹
幹
注
入
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
も
引
き
続
き
大
平
山
い
こ
い
の
森
周

辺
の
松
林
で
実
施
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
21
日
、吉
備
高
原
都
市
内
の
き
び
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

平
成
24
年
度
の
自
治
組
織
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し 

た
。

　

当
日
は
、
住
民
会
長
、
区
長
、
町
議
会
議
員
１
３
９
名
の

参
加
の
も
と
、
冒
頭
で
は
重
森
町
長
か
ら
最
近
の
話
題
を
踏

ま
え
た
行
政
へ
の
協
力
依
頼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の 

後
、
副
町
長
に
よ
る
主
要
事
業
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

吉
備
中
央
町
消
防
団

�

新
入
団
員
入
団
式

花
祭
り
で
子
ど
も
た
ち
の

�

健
や
か
な
成
長
を
願
う

「
へ
そ
の
ま
ち
」の

�
オ
ブ
ジ
ェ
が
完
成　

「
当
番
祭
」の
記
録
集
、吉
川
八
幡
宮
当

番
祭
記
録
保
存
委
員
会
が
町
へ
寄
贈

　

４
月
22
日
、
吉
備
高
原
小
学
校
体
育
館
で
、
吉
備
中
央
町

消
防
団
新
入
団
員
入
団
式
が
行
な
わ
れ
、
女
性
消
防
団
員
２

名
を
含
む
32
名
が
決
意
を
新
た
に
入
団
さ
れ
ま
し
た
。
式
で

は
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
大
和
分
団
第
４
部
の
田た

淵ぶ
ち

幸こ
う

司じ

さ
ん
が
「
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
火
災
か
ら
保

護
す
る
と
共
に
水
火
災
ま
た
は
、地
震
等
の
災
害
を
防
除
し
、

民
主
的
か
つ
能
率
的
に
活
動
す
る
責
任
を
深
く
自
覚
し
公
正

に
職
務
を
執
行
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
。
金か

な

森も
り

義よ
し

美み

団
長
か
ら
「
自
分
の
与
え
ら
れ
た
使
命
と
役
割
を
十

分
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
の
ま
ち
は
自
分
で
守
る
と

い
う
消
防
魂
を
持
ち
、
町
民
に
愛
さ
れ
る
団
員
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
終
了
後
、
新
入
団
員
は
石い

し

原は
ら

浩ひ
ろ
し

予
防
部
長
の
指

導
の
下
、
基
礎
的
な
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」を

活
用
し
、
大
平
山
い
こ
い
の
森
周

辺
の
松
を
保
全

自
治
組
織
代
表
者
会
議
開
催
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合
併
８
周
年
記
念
町
長
杯

�
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
59
回
岡
山
県
消
防

�

操
法
訓
練
大
会
に
出
場

　

５
月
16
日
、
吉
備
中
央
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
合
併

８
周
年
記
念
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
吉
備
高
原

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
46
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
構

成
さ
れ
た
吉
備
中
央
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
は
、
ク
ラ
ブ
員
の

健
康
づ
く
り
と
相
互
の
交
流
を

目
的
に
毎
年
、
春
と
秋
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
実

施
し
て
お
り
、
本
年
度
は
合
併
８
周
年
を
記
念
し
て
、
春
季

大
会
を
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
と
命
名
し
開
催

優　勝 酒
さか

井
い

　堅
かた

志
し

（田土） 第６位 小
こばやし

林　幸
さち

子
こ

（笹目）

準優勝 吉
よし

本
もと

　　清
きよし

（下土井） 第７位 竹
たけ

竝
なみ

　仁
ひと

志
し

（納地）

第３位 禰
ね

元
もと

　春
はる

枝
え

（吉川北） 第８位 妹
せの

尾
お

　武
たけ

夫
お

（八幡）

第４位 難
なん

波
ば

　秀
ひで

志
し

（吉川南） 第９位 笹
ささ

木
き

　康
やす

人
と

（小森）

第５位 小
お

川
がわ

美
み

江
え

子
こ

（湯山） 第10位 笹
ささ

木
き

せつ子
こ

（小森）

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
個
人
が

８
ホ
ー
ル
を
２
巡
し
、
合
計
打
数

で
競
技
。さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、

参
加
し
た
１
７
５
名
の
選
手
は
親

睦
を
図
り
な
が
ら
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。〈
敬
称
略
：
順
位
、

氏
名
（
チ
ー
ム
名
）
の
順
〉

　

第
59
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
５
月
20
日
、
岡
山

市
東
区
瀬
戸
町
に
あ
る
岡
山
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
へ
吉
備
中
央
町
の
代
表
と
し
て
円
城
分

団
第
２
部
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
下
の
地
区
大
会
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
25
チ
ー

ム
が
出
場
。
円
城
分
団
第
２
部
も
、
３
月
11
日
に
行
わ
れ
た

町
消
防
団
操
法
訓
練
大
会
で
優
勝
さ
れ
、
そ
の
後
約
２
カ
月

に
わ
た
っ
て
訓
練
を
重
ね
、
県
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
代
表
と
し

て
堂
々
と
し
た
操
法
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

［
出
場
選
手
］

指
揮
者
…
易え

き　

慎し
ん

太た

郎ろ
う

１
番
員
…
合ご
う

田だ　

光み
つ

典の
り

２
番
員
…
綱つ
な

嶋し
ま　

伸の
ぶ

行ゆ
き

３
番
員
…
阪さ
か

本も
と　

大だ
い

輔す
け

吸
管
補
助
員
…
犬い
ぬ

飼か
い　

博ひ
ろ

昭あ
き

出場された選手と所属分団団員の皆さん

防
犯
功
労
団
体
表
彰
を
受
賞

　

５
月
21
日
、
自
主
防
犯
組
織
の
ア
ク
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
大

和
が
地
域
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
犯
罪
防
止
に

顕
著
な
功
労
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
、
岡
山
県
警
察
本
部

長
・
岡
山
県
防
犯
協
会
長
か
ら
防
犯
功
労
団
体
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ク
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
大
和
は
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を

実
現
す
る
た
め
、
平
成
18
年
６
月
に
結
成
。
パ
ト
ロ
ー
ル

の
活
動
等
を
随
時
行
っ
て
お
り
、
特
に
夏
休
み
期
間
中
は

週
２
日
、
午
後
７
時
か
ら
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
夏
祭
り
の
補

導
な
ど
を
重
点
的
に
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
構
成
員
は
現
職
・
Ｏ
Ｂ
消
防
団
員
、
自
営
業
の

方
な
ど
16
名
で
、
会
長
の
堀ほ

り

井い

正ま
さ

起き

さ
ん
（
北
）
は
「
受

賞
し
た
こ
と
で
、
他
の
団
体
の
励
み
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
。

今
後
は
、
鍵
か
け
や
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
な
ど
も

訴
え
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　永年にわたり、国家または公共に対し功労のある方、社会の各分野における優れた行いのある方などに贈
られる「春の叙勲」、警察官や自衛官など、危険性の高い職務で社会に貢献された方に贈られる「危険業務
従事者叙勲」が発表され、吉備中央町からは、次の方々が受章されました。

　昭和32年１月に消防団に入団され、40年にわ
たり消防団員として地域に貢献されました。ま
た、昭和58年１月から16年間、消防団長を務め
られ、特に予防消防に尽力されました。２カ月
間で８件の火災が相次いで発生した際には「無
火災1,000日達成」を提唱するなど、町民の防
火意識の向上を図り、無火災1,194日を記録。
以後、事犯は僅少となり火災予防啓蒙の必要性
を実践するなど多大な成果を上げられました。

　昭和48年５月に消防団に入団され、35年にわ
たり消防団員として地域に貢献され、平成11年
１月から５年間、消防団長を務められました。
平成16年の町村合併に係る吉備中央町消防団の
発足にあっては、団の統一と団員の融和に尽力
され、合併後も副団長として、豊かな経験と素
晴らしい行動力で、消防の発展と災害の防除に
精励し、町民の命と財産を守り、安全で明るい
町づくりに努められました。現在は、民生委員・
児童委員としてご活躍中です。

　昭和41年に第六管区海上保安本部（岡山県、
広島県、山口県東部、香川県、愛媛県を管轄、
海域は瀬戸内海・宇和海）に入庁。呉海上保安
部をはじめ、本部（広島）、高松、水島など七
つの本部・保安部・保安署で、42年間勤務され、
海難救助、海上における治安の維持、航行船舶
の安全確保に尽力されました。印象深い仕事は
入庁した年に起きた全日空松山沖墜落事故や昭
和49年に起きた水島コンビナートにある三菱石
油水島製油所の重油流出事故などだそうです。
納地出身。

　昭和48年１月に消防団に入団され、35年にわ
たり消防団員として地域に貢献されました。ま
た、平成５年１月から15年間、副団長を務めら
れ、特に平成16年の町村合併に係る吉備中央町
消防団の発足にあっては、副団長、東部方面隊
長として団の統一と団員の融和に尽力され、退
団後も、地域の自主防災組織の設立に貢献され
ました。現在は、自主防災組織の部長、民生委
員・児童委員としてご活躍中です。

●瑞宝双光章
【消防功労】

●瑞宝単光章
【消防功労】

●瑞宝双光章
【海上保安功労】

●瑞宝単光章
【消防功労】

元加茂川町消防団長

河
かわ
原
はら
博
ひろ
嗣
し
さん（下加茂）

元吉備中央町消防団副団長

森
もり
元
もと
　勇
いさむ
さん（加茂市場）

元海上保安官

難
なん
波
ば
忠
ただ
志
し
さん（吉川）

元吉備中央町消防団
副団長、東部方面隊長

草
くさ
地
ち
之
ゆき
治
はる
さん（高富）

春の叙勲

春の叙勲 第18回危険業務従事者叙勲

春の叙勲

春の叙勲・危険業務従事者叙勲
～受章おめでとうございます～
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

７
月
の
行
政
・
福
祉
相
談　

年
金
相
談
会

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 ７月26日（木）午前９時～正午

会場 吉川公民館 ハートオブ
おかやま会館

相談
行政相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎0866-54-1316
　社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎0867-34-1522

　

日
時　

平
成
24
年
７
月
５
日
㈭

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎　

相
談
室

　

内
容　

�

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。「
困
っ

た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
当
日
受
付
可
）

日
　
　
時

会
　
　
場

７
月
３
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

７
月
17
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
ら

保
険
料
免
除
制
度
・

�

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」強
調
月
間
で
す

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
の
た
め
に
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予

と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま�

す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保
険
料

が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が
困

難
な
場
合
に
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
７
月
分
～
平
成
24
年
６
月
分
の

免
除
申
請
等
の
受
付
は
、
平
成
24
年
７
月
31

日
㈫
ま
で
で
す
。

　

平
成
24
年
７
月
分
～
平
成
25
年
６
月
分
の

免
除
申
請
等
の
受
付
は
、
平
成
24
年
７
月
２

日
㈪
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

消
費
生
活
相
談
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－
５
４

－

１
３
１
６

保健福祉シリーズ 70

  
わ
た
し
た
ち
の
町
だ
か
ら

�

み
ん
な
で
築
こ
う
明
る
い
社
会
　

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ「
明
る
い
社
会
」

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
毎

年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、
街
頭
広
報
活

動
や
街
頭
パ
レ
ー
ド
、
ま
た
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
し
た
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
町
内
小
・
中
学

校
か
ら
も
多
く
の
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。「
明
る
い
社
会
を
築
く
に
は
、
心
を
結

ぶ
あ
い
さ
つ
、
心
の
ふ
れ
あ
い
、
お
互
い
に

認
め
あ
い
支
え
あ
う
心
、
感
謝
の
気
持
ち
、

思
い
や
る
気
持
ち
な
ど
を
大
切
に
」
と
子
ど

も
た
ち
の
作
文
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
犯

罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域
社
会
で
あ

り
、
ま
た
、
非
行
、
犯
罪
に
陥
っ
た
人
た
ち

の
更
生
を
促
す
場
も
地
域
社
会
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
明
る
い
社
会
を
築
く
に
は
、
地
域

社
会
全
体
で
支
え
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
吉
　
備
　
中
　
央
　
町

　
　
　
　
　
　
　
吉
備
中
央
町
保
護
司
会

国民健康保険からのお知らせ
　人間ドックの助成をします　

　国民健康保険では、生活習慣病の予防や早期発見・早期治療に役立てるため、検査医療
機関で人間ドックを受診した場合、検査費用の一部を助成します。

　対象者は　

　①ドック受診日に、満40歳から74歳までの方
　②申請日に、国民健康保険税の滞納がない世帯の方
　③受診年度に、職場等で人間ドック助成を受けていない方

　申請は　

　人間ドックの助成を受けようとされる方は、吉備中央町国民健康保険人間ドック助成交
付申請書に、特定健康診査受診券・受診の領収書・受診結果の写しを添えて提出します。

　助成金額は　

　助成金額は、人間ドック受診費用の半額で、上限は５千円を限度とします。

　生活習慣病とは、
　毎日のよくない生活習慣の積み重ねによって引き起こされる病気です。
　★がん・心臓病・脳卒中・糖尿病・高血圧・脂質異常症・肥満★
　食習慣、運動習慣、喫煙、飲酒などの生活習慣が関わっています。言いかえれば普
段の生活習慣を見直し改善することにより、病気を予防し、症状が軽いうちに治すこ
とが可能なのです。
　特定健康診査が始まります
　日々の生活習慣を見直すとともに、健康診査を受診し保健指導を利用することで、
将来の健康保持だけでなく、医療費の適正化にもつながります。
　定期的な健診を受診し、自分の健康管理に努め病気の早期発見・初期治療に役立て
ましょう。

健診を受け 生活習慣病を予防しよう

【お問い合わせ先】　保健課　医療保険班・地域保健班　☎0866-54-1326
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　65歳以上の人（第１号被保険者）の介護保険料は、提供されるサービス量の推計から費
用を算出し、３年ごとに見直しが行われます。
　今回の見直しにより、平成24～26年度の保険料は基準額（月額）で５，３５０円になり
ました。これは、認定者の増加に伴って介護サービスの利用が増えていることなどが理由
です。介護保険はみんなで支えあう制度です。みなさんのご理解とご協力をお願いいたし
ます。
　保険料は所得に応じて７段階に分けられます。これは住民税非課税で所得が低い人の保
険料の負担を抑えるためです。

お問い合わせ先 福祉課　介護支援班　　☎0866－54－1317

あなたの保険料を調べてみましょう

保険料段階

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 第６段階 第７段階

・老齢福祉
年金受給
者で、住
民税非課
税世帯

・生活保護
の受給者

住民税非課
税世帯で、
本人の合計
所得金額＋
課税年金収
入額が80万
円以下

住民税非課
税世帯で、
第２段階以
外

本人が住民
税 非 課 税
で、合計所
得金額＋課
税年金収入
額が80万円
以下

本人が住民
税 非 課 税
で、第４段
階以外

本人が住民
税課税で、
合計所得金
額が190万
円未満

本人が住民
税課税で、
合計所得金
額が190万
円以上

算　定　式 基準額×0.5 基準額×0.5 基準額×0.75 基準額×0.94 基準額 基準額×1.25 基準額×1.5

保険料年額 32,100円 32,100円 48,200円 60,400円 64,200円 80,300円 96,300円

スタート

生活保護を
受けている

住民税を納めている

老齢福祉年金を
受けている

世帯内に住民税を納
めている人がいる

本人の前年の合計所得
金額が190万円以上

本人の前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が80万円以下

本人の前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が80万円以下

はい

いいえ

はい
いいえ

いいえ

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

はい はい

はい

はい はい

介護保険料の見直しが行われました 【後期高齢者医療】
被保険者証および限度額適用・標準負担額減額認定証の更新について

７月下旬に新しい被保険者証を送付いたします。

保険料率が変更になります。

現在お持ちの被保険者証および限度額適用・標準負担額減額認定証の有効期限は平成24年７月31日です。

　保険証の更新
　後期高齢者医療被保険者証（被保険者証）は毎年８月で更新されます
ので、７月下旬に新しい被保険者証を送付いたします。８月以降に医療
機関などで受診される際には、必ず新しい被保険者証を窓口に提示して
ください。

　一部負担金の割合の見直し
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は、所得区分に応じて
決まります。所得区分は前年の所得により毎年判定し見直しをするため、
新しい被保険者証では、割合が変更されている場合があります。
　【一部負担金の割合】

　減額認定証の更新
　所得区分が低所得者ⅡまたはⅠの被保険者の人が入院される際に、申
請により交付される後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証
（減額認定証）を、医療機関などに提示することで、窓口で支払う入院
代は自己負担限度額までとなり、１食あたりの食事代も減額されます。
　現在、減額認定証をお持ちで、８月以降も所得区分が低所得者Ⅱまた
はⅠとなる場合には、新しい減額認定証を保険証に同封し、７月下旬に
送付いたします。
　ただし、世帯内に所得の未申告者がいる場合や、長期入院をされた人
については申告または申請が必要となります。

現 役 並 み 所 得 者 … ３ 割
一般・低所得者Ⅱ・低所得者Ⅰ … １ 割

＊
新
し
い
被
保
険
者
証
は
ベ
ー
ジ
ュ（
薄
い
茶
色
）で
す
。

　平成24年度から後期高齢者医療保険の保険料率が変更になります。保険料率は、２年ごとに見直すもので、
原則岡山県内均一となります（西粟倉村を除く）。
　また、保険料は被保険者全員が負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の
合計となります。
○岡山県後期高齢者医療広域連合の保険料率（平成24年度・25年度）年額

一人当たりの保険料
（限度額55万円） ＝

均等割額
＋

所得割額

45,000円 （所得－33万円）×8.97％（所得割率）

※一人当たりの保険料は、100円未満切り捨てます。
※所得とは、雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得などの合計額をいいます。（遺族・障害年金等は除く）
※中低所得者の負担の軽減を図るため、平成24年度以降の保険料の賦課限度額が55万円になります。

  【お問い合わせ先】　 保健課  医療保険班　 　　　　☎0866-54-1326 
岡山県後期高齢者医療広域連合　☎086-245-0090
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津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

◎�

て
く
て
く
歴
史
塾

　

■
日
時
／
７
月
９
日
㈪　

９
時
～
12
時

　

■
行
程
／�

鳴
滝
（
竹
部
）、
雨
坪
岩
、
雨

坪
の
谷
、
風
穴
（
広
面
）

　

■
受
講
料
／
無
料

　

■
持
参
品
／
日
よ
け
の
帽
子
、
お
茶
な
ど

　

■
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

◎�

わ
く
わ
く
趣
味
講
座

�

～
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
る
ほ
ど
体
験
～
　

　

移
動
環
境
学
習
車「
さ
ん
よ
う
号
」が
や
っ

て
く
る
！

　

太
陽
光
の
熱
で
調
理
で
き
る
ソ
ー
ラ
ー

ク
ッ
カ
ー
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
自
転
車
発
電

な
ど
を
体
験
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
に

つ
い
て
学
ぼ
う
！

　

■
日
時
／�

７
月
31
日
㈫　
13
時
30
分
～
15
時

　

■
受
講
料
／
無
料

　

■
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０

せ
ら
知
お
の
ら
か
館
民
公

◎
御
北
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　

■
日
時
／
７
月
18
日
㈬　

19
時
～
20
時

　

■
場
所
／
新
山
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー

　

■
受
講
料
／
２
０
０
円

お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

募　

集

税
務
職
員
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
採
用
試
験
の
募
集
要
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〔
受
験
資
格
〕

１�　

平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
者
（
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
に

卒
業
し
た
者
が
該
当
す
る
）
及
び
平
成
25

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

２�　

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と

認
め
る
者

〔
試
験
の
程
度
〕

○
高
校
卒
業
程
度

〔
受
験
申
込
方
法
〕

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　
（�http://w

w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

）

○
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み

　

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い

場
合
は
、
第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る

人
事
院
地
方
事
務
局
に
郵
送
又
は
持
参

に
よ
り
申
込
書
を
提
出

（
注
）�

採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験
を
全

国
の
ど
こ
の
試
験
地
で
も
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
受
験
申
込
受
付
期
間
〕

○�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
：
平
成
24
年
６

月
26
日
㈫
９
時
か
ら
７
月
５
日
㈭
（
７
月

５
日
ま
で
に
申
込
デ
ー
タ
を
受
信
完
了
し

た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
）

○�

郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み
：
平
成
24

年
７
月
２
日
㈪
か
ら
７
月
10
日
㈫
（
７
月

10
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

〔
第
１
次
試
験
〕

○
試
験
日　

平
成
24
年
９
月
９
日
㈰

○�

試
験
地　

人
事
院
中
国
事
務
局
が
管
轄
す

る
試
験
地
は
、
鳥
取
市
・
松
江
市
・
岡
山

市
・
広
島
市
・
山
口
市

○�

試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験
・
適
性
試
験
・

作
文
試
験

〔
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日
〕

○
平
成
24
年
10
月
11
日
㈭

〔
第
２
次
試
験
〕

○�

試
験
日　

平
成
24
年
10
月
18
日
㈭
か
ら
10

月
25
日
㈭
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

○�

試
験
地　

第
１
次
試
験
合
格
通
知
に
併
せ

て
通
知

○
試
験
種
目　

人
物
試
験
・
身
体
検
査

〔
最
終
合
格
発
表
日
〕

○
平
成
24
年
11
月
20
日
㈫

〔
受
験
申
込
書
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

�

請
求
、
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

○�

広
島
国
税
局　

総
務
部　

人
事
第
二
課　

試
験
研
修
係
（
〒
７
３
０

－

８
５
２
１　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６

－

30

　

☎
０
８
２

－

２
２
１

－

９
２
１
１

　

内
線
３
７
４
３
・
３
６
３
５
）

○�

岡
山
西
税
務
署　

総
務
課
（
〒
７
０
０

－

０
０
１
３　

岡
山
市
北
区
伊
福
町
４

－

５

－

38
☎
０
８
６

－

２
５
４

－

３
４
１
１
）

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
「
２
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　

な
お
、受
験
申
込
書
、受
験
案
内
及
び
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
吉
備
中
央
町
役
場
及
び

吉
備
中
央
町
教
育
委
員
会
に
も
あ
り
ま
す
。

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〕

○
国
税
庁　

http://w
w
w
.nta.go.jp

防
衛
省
自
衛
隊
岡
山
地
方

協
力
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
24
年
度
、
自
衛
官
候

補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
航
空
学
生
の
募
集

を
し
て
お
り
ま
す
。

○
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

○
一
般
曹
候
補
生
（
定
年
制
）

　

受
験
資
格

　
　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

○
航
空
学
生
（
海
・
空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

　

受
験
資
格

　
　

�

高
卒（
見
込
み
を
含
む
）21
歳
未
満

　

受
付
期
間

　
　

�

平
成
24
年
８
月
１
日
㈬
～
９
月
７
日
㈮

★
試�

験
日
★

自�

衛
官
候
補
生
：
男
子　

平
成
24
年
９
月
８

日
㈯
・
９
日
㈰
・
18
日
㈫
の
い
ず
れ
か
一

日
を
指
定
（
高
校
生
は
、
18
日
指
定
）

　

�

女
子　

平
成
24
年
９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

の
い
ず
れ
か
一
日
を
指
定

一
般
曹
候
補
生
：
平
成
24
年
９
月
17
日
㈪

航
空
学
生
：
平
成
24
年
９
月
22
日
㈯

※�

ご
不
明
な
点
、
ま
た
は
詳
し
い
資
料
等
を

ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６
６

－
２
２

－

２
３
１
４
ま
で

　

�http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/okayam

a/

お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
納
涼
花
火

大
会
へ
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
を
ご

招
待
し
ま
す

　

県
で
は
、
岡
山
市
内
で
開
催
さ
れ
る
「
お

か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
納
涼
花
火
大
会
」
当

日
、
車
い
す
使
用
の
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

を
県
庁
舎
へ
ご
招
待
し
ま
す
。

　

日
時　

８
月
４
日
㈯

　
　
　
　

午
後
６
時
～
午
後
８
時
30
分

　

場
所　

�

県
庁
９
階

　
　
　
　

（
大
会
議
室
・
バ
ル
コ
ニ
ー
）

　

対�

象　

�

県
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
車
い
す
使
用
の
方
35
人

（
付
き
添
い
は
２
人
ま
で
）

　

応�

募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
・
電
子
申

催　

し

親
子
陶
芸
教
室

　

吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校
で
は
、
地
域
な

ら
び
に
社
会
貢
献
を
目
指
し
、
地
域
に
根
ざ

し
た
学
園
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
た

び
、
学
校
の
施
設
を
開
放
し
、
親
子
で
土
ま

み
れ
に
な
り
な
が
ら
共
に
陶
芸
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
く
、陶
芸
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時　

平
成
24
年
７
月
28
日
㈯

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
12
時

■
開
催
場
所　

吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　

�

吉
備
中
央
町
上
野
２
４
０
０

　
　
　
　
　
　

陶
芸
コ
ー
ス
教
室

■
定
員
人
数　

�

15
組
も
し
く
は
40
人
（
先
着

順
）

　

■
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

◎
御
北
押
し
花
教
室

　

■
日
時
／
７
月
21
日
㈯　

10
時
～
12
時

　

■
場
所
／
新
山
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー

　

■
受
講
料
／
２
０
０
円

　

■
持
参
品
／
は
さ
み

　

■
申
込
締
切
／
７
月
13
日
㈮

◎
竹
細
工
教
室

　

■
日
時
／
７
月
23
日
㈪　
10
時
～
11
時
30
分

　

■
場
所
／
豊
岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　

■
受
講
料
／
２
０
０
円

　

■
申
込
締
切
／
７
月
17
日
㈫

◎
御
北
ス
ケ
ッ
チ
倶
楽
部

　

■
日
時
／
７
月
25
日
㈬　
10
時
～
11
時
30
分

　

■
場
所
／
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

■
受
講
料
／
２
０
０
円

　

■
持
参
品
／�

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
・
水
入
れ
容

器
・
鉛
筆
Ｈ
Ｂ
ま
た
は
２
Ｂ
・

消
し
ゴ
ム
・
筆
・
絵
の
具
・
折

り
た
た
み
椅
子

　

■
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

◎
楽
笑
体
操
体
験
会

　

■
日
時
／
７
月
27
日
㈮

　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

■
場
所
／
豊
岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　

■
受
講
料
／
無
料

　

■
持
参
品
／
水
分
補
給
の
飲
み
物

　

■
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

請
で

　

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
「
障

害
福
祉
課
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

応
募
期
間　

７
月
13
日
㈮
ま
で

　

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

保
健
福
祉
部　

障
害
福
祉
課

　

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
６
２

　

�http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/page/
detail-36179.htm

l

　

�
定
員
に
達
し
た
場
合
は
申
し
込
み
を
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
材
料
等
の
関
係
で
、
７
月
23
日
㈪

を
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
参
加
費　

１
，２
０
０
円
（
材
料
費
）

　

�

参
加
費
に
つ
い
て
は
、
１
組
４
人
の
場
合

も
、
個
人
１
人
の
場
合
も
同
じ
で
す
。
た

だ
し
、
材
料
の
追
加
の
場
合
は
、
追
加
徴

収
と
な
り
ま
す
。

■�

そ
の
他　

作
品
は
、
後
日
取
り
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
希
望
の
場
合
は

別
途
郵
送
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
一
緒
に

陶
芸
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

親
子
で
参
加
さ
れ
る
と
、
良
い
思
い
出
づ

く
り
と
体
験
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

■�

参
加
申
込
先　

吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校

事
務
室
ま
で
、
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

８
２
１
１（
代
表
）
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～開館時間の変更～
７月から

平日は午前10時～午後６時まで

図書館だより

出会いの扉
とびら

かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

7月

　７月の休館日

２日　９日　15日　16日　23日　30日

＜一般書＞　�
　「農薬で育つ」と言われる
ほど、栽培に多量の農薬を必
要とするリンゴ。それを世界
で初めて無農薬・無肥料での
自然栽培を成功させた木村秋
則さん。その人柄・考え方・
人生を、本人が体験してきた
奇跡とも呼べるようなエピ
ソードとともに味わってみて
ください。�（かもがわ図書館）

＜絵　本＞　�
　紙をはんぶんにおって、ハサ
ミでちょきちょき。ひらいてみ
るとあらふしぎ。かっこいい昆
虫のできあがり！カブトムシに
クワガタムシ、トンボにカマキ
リまでつくれます。いろんな色
でつくってならべてみると楽し
いよ。大人も夢中になること間
違いなし。�（かもがわ図書館）

『木村さんのリンゴ
� －奇跡のひみつ』
小原田泰久／著　学習研究社

『切り紙　昆虫館
� －ハサミで作ろう』
今森光彦／作　童心社

★おいでおいで（乳幼児対象）
　　　　　　　　　毎月第２・第４木曜日
12日（木）10時30分～45分　
　　　　　 かもがわ図書館
26日（木）10時30分～45分　
　　　　 　ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）
　　　　　　　　　毎月第３土曜日
21日（土）午後2時から
　　　 　　かもがわ図書館

《おはなしのへや》

読みた～い本

おはなしやさんに
よる見

せ語りと、かんたんな
工作です。

＜新着図書紹介＞� 館名の「か」は、かもがわ図書館　「ロ」は、ロマン高原かよう図書館です

絵　　　本 著者・出版社 館 実　用　書 著者・出版社 館
ちこく姫 よしながこうたく／長崎出版 か 塩麹のおかず�甘麹のおやつ 松田亜希子／家の光協会 か

おともだちカレー きむらゆういち／世界文化社 か 坂の上の坂 藤原和博／ポプラ社 か

ぶきみなやつらうきわねこ セント・マーチンズ／大日本絵画 ロ 男の手作り燻製 燻製道士／世界文化社 ロ

うきわねこ 牧野千穂／ブロンズ新社 ロ 転倒予防の簡単筋トレ ＮＨＫ出版 ロ

児童書 著者・出版社 館 文学・小説 著者・出版社 館
しごとば　東京スカイツリー 鈴木のりたけ／ブロンズ新社 か 舟を編む 三浦しをん／光文社 か

かいけつゾロリのはちゃめちゃテレビ局 原ゆたか／ポプラ社 か 妻を看取る日 垣添忠生／新潮社 か

ウルトラマン　サーガ超全集 小学館 ロ ナミヤ雑貨店の奇蹟 東野圭吾／角川書店 ロ

ねこまたのおばばと物の怪たち 香月日輪／角川書店 ロ フィッシュストーリー 伊坂幸太郎／新潮社 ロ

７月

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
23
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
禰ね

元も
と

健け
ん

太た

さ
ん
の
「
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「ぼくのお母さん」
吉川小学校　４年

禰
ね

元
もと

　健
けん

太
た
さん

　

こ
の
夏
、
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
が
入
院
し
ま
し
た
。
ぼ

く
が
生
ま
れ
て
初
め
て
、
お
母
さ
ん
が
家
に
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

お
母
さ
ん
が
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日
、
ぼ
く
は

何
も
知
ら
ず
、
加
茂
川
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
旅
行
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

加
茂
川
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
帰
っ
て
か
ら
、

「
健
ち
ゃ
ん
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
。

お
母
さ
ん
が
入
院
し
た
ん
で
。」

と
、
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
が
旅
行
に
行
く
前
か
ら

調
子
が
悪
か
っ
た
の
で
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
か
ら
、
自
分
の
家
に
帰
り
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
が
い
な
い
家
に
帰
っ
て
み
る
と
、
と
て
も
静
か
で
、

み
ん
な
も
元
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
日
は
、

遅
く
な
っ
た
の
で
、
お
母
さ
ん
に
会
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

次
の
日
、
お
父
さ
ん
と
お
兄
さ
ん
と
、
お
母
さ
ん
が

入
院
し
て
い
る
病
院
に
行
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
お
母

さ
ん
に

「
体
力
が
つ
く
ま
で
、
病
院
で
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
お
い

で
よ
。」

と
言
う
と
、
お
母
さ
ん
は
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
え

顔
で
、

「
あ
り
が
と
う
。
少
し
で
も
早
く
よ
く
な
っ
て
帰
る
か

ら
ね
。」

と
、
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
さ
び
し
い
け
ど

が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
が
入
院
し
て
い
る
間
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
お
父
さ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
と
で
す

ご
し
ま
し
た
。

　

ご
は
ん
を
食
べ
る
と
き
も
、
お
風
呂
に
は
い
る
と
き

も
、お
母
さ
ん
が
い
な
く
て
も
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
、

ふ
つ
う
に
明
る
く
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

夜
ね
る
と
き
も
、
ぼ
く
は
一
人
で
ね
ま
し
た
。
ぼ
く

も
調
子
が
悪
か
っ
た
の
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
父
さ
ん

に
う
つ
し
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
、
が
ま
ん
し
ま
し

た
。

　

い
つ
も
は
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
な
の
で
さ
び
し
く

て
、早
く
か
え
っ
て
こ
な
い
か
な
あ
、と
思
い
ま
し
た
。

お
兄
ち
ゃ
ん
は
な
み
だ
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
が
退
院
し
て
き
た
日
、
ぼ
く
は
、
お
母
さ

ん
の
た
め
に
た
ま
ご
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
作
っ
て
あ
げ
ま
し

た
。

　

お
母
さ
ん
は
に
っ
こ
り
し
て
、

「
健
ち
ゃ
ん
、
お
い
し
い
よ
。
上
手
じ
ゃ
な
あ
。
な
ん

だ
か
元
気
が
で
て
き
た
な
あ
。」

と
わ
ら
っ
て
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
お
母
さ
ん
が
元
気
に
な
っ
て
い
る
の
を
見

て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
と
お
母
さ
ん
の
こ
と

を
見
て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

「
ま
た
、
作
っ
て
あ
げ
よ
う
な
あ
。」

と
言
い
ま
し
た
。
み
ん
な
も
わ
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
今
年
の
夏
ま
で
、
お
母
さ
ん
が
毎
日
家
に

い
る
の
が
、
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
お
こ
ら

れ
た
り
、
お
手
伝
い
を
た
の
ま
れ
た
り
す
る
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
お
母
さ
ん
が
家
に
い
る
の
が
い
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ね
。
も
し
、

え
ら
く
な
っ
た
と
き
は
、
ぼ
く
が
手
伝
い
し
て
あ
げ
る

ね
。

－図書のインターネット予約受付を開始しています－

岡山県立図書館は、出版された児童書を全て購入しています。最近の児童書新刊約
300点を吉備中央町立図書館に展示！見に……読みに……来てね。
♪展示期間　平成24年７月26日（木）～８月３日（金）ロマン高原かよう図書館
　　　　　　平成24年８月４日（土）～８月11日（土）かもがわ図書館
  ７月26日（木）10時45分～11時15分まで 「乳幼児への読み聞かせ講座」開催

語り名人・立石憲利さんのおはなし劇場へようこそ！

日時：平成24年８月２日（木）　午後７時～８時30分

場所：ロマン高原かよう総合会館　多目的ホール  　　
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

立石憲利さんご指導による「誰でも語れる語りの学校講座」を計画しています

日時：８月下旬～11月上旬まで全６回の講座　　第１回　８月23日（木）

★県立図書館から本とおはなしの出前★

＊夏の夜……立石おじさんのちょっとこわいはなし＊

お楽しみ、夏休みの特別企画だよ！

大人の方のご参加も、お待ちしています！
語
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

くわしくは、
同封のチラシをご覧ください。



おめ

でとう満1歳
便

山
口　

留
依
ち
ゃ
ん
（
西
）

や
ま
ぐ
ち　
　

 

る　

い

健康で元気に育ってね
１歳の誕生日おめでとう☆

平成23年7月6日生まれ

写真右２番目から山下紗季さん、寺川莉央さん、
寺川和亜さん、寺川瑠一さん

写真右から灰原さん、梶原さん
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《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》�

宮
脇　
和
惠
選
（
投
句
者
148
名
）

「
佳
作
」

　
　
　

成
長
し
捨
て
る
シ
ュ
ー
ズ
に
あ
り
が
と
う�

松
原　

雄
太

　
　
　

靴
一
つ
人
の
個
性
が
出
る
も
の
だ�

常
定　

千
咲

　
　
　

夏
色
の
靴
に
は
き
か
え
衣
が
え�

河
原　

愛
美

　
　
　

く
つ
飛
ば
し
誰
か
が
空
で
キ
ャ
ッ
チ
す
る�

小
虎　
　

睦

　
　
　

運
動
靴
色
見
て
分
か
る
努
力
の
差�

川
西　

さ
き

「
三
光
」

　

人　
こ
の
く
つ
は
十
年
間
の
つ
き
あ
い
だ�

小
林
銘
津
生

　

地　
す
り
減
っ
た
分
だ
け
思
い
出
増
え
る
靴�

亀
山　

果
林

　

天　
ボ
ロ
ボ
ロ
の
部
活
の
く
つ
は
勲
章
だ�

小
野
あ
か
ね

《
一
般
の
部
》�

生
駒　
聖
天
選
（
投
句
者
29
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　

靴
ひ
も
を
ギ
ュ
ッ
と
結
ん
で
万
歩
計�

江
田　

久
恵

　
　
　

春
風
に
さ
そ
わ
れ
靴
も
歌
い
出
す�

中
川
つ
や
子

　
　
　

七
転
び
八
起
き
へ
靴
を
買
い
換
え
る�

木
内　

と
み

　
　
　

靴
下
の
穴
に
法
話
を
聞
き
逃
す�

　

中
尾　

里
恵

　
　
　

苦
労
坂
笑
顔
に
変
え
て
越
え
た
靴�

赤
木　

富
子

「
三
光
」

　

人　
昭
和
史
を
皆
ん
な
見
て
来
た
靴
の
裏�

早
原
登
美
子

　

地　
洒
落
た
靴
は
い
て
歩
ん
だ
頃
が
華�

田
中　

敦
子

　

天　
被
災
者
の
靴
が
明
日
へ
向
い
て
い
る�

黒
瀬　

嘉
子

＊７月の課題は「飛ぶ」、８月の課題は「空」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　�毎月第３木曜日に総合福祉センターへ５首までを
持参。合評・互選などをしています。

放送川柳コーナー

津賀公民館 平成24年５月秀句　題「靴」

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

お
く
れ
咲
く
桜
の
花
に
容
赦
な
く
嵐
は
す
さ
ぶ
耐
え
い
る
姿�

土
居　

於
栄

ぱ
っ
と
咲
く
桜
の
花
に
遠
慮
し
て
後
か
ら
そ
っ
と
花
水
木
咲
く�

河
田　

和
子

鼻
歌
の
出
る
幸
せ
を
か
み
し
め
つ
子
育
て
苦
労
が
実
る
今
日
の
日�

富
田　

永
子

水
張
田
に
目
覚
め
し
蛙
集
い
来
て
愛
呼
ぶ
歌
か
夜
も
す
が
ら
鳴
く�

土
居　

照
代

朝
採
り
の
筍
ゆ
で
し
茹
で
水
に
桜
花
一
片
ひ
る
が
へ
り
落
つ�

難
波　

良
子

病
む
母
が
最
後
に
愛
で
し
桜
花
雨
降
る
な
か
れ
花
散
る
な
か
れ�

河
内　

晶
子

五
月
晴
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
玉
は
飛
ぶ
ま
ぐ
れ
で
入
る
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン�

山
本　

豊
子

梟
の
今
年
も
来
啼
く
闇
の
夜
吾
の
耳
元
に
何
を
語
る
や�

山
﨑
し
げ
る

わ
が
村
は
限
界
の
集
落
と
な
り
た
れ
ど
道
作
り
作
業
に
新
人
来
る�

国
只
由
紀
子

早
々
に
田
ご
し
ら
え
し
た
八
十
路
農
殿し
ん
が
りと
な
り
田
植
え
の
お
わ
る�

中
山　

文
恵

ご寄附に感謝します　育英資金（敬省略）

金一封（香典返し）　 
孝本　澄子〈　西　〉 　　　沼田　力〈美　原〉

　スポーツ・文化・芸術活動などで優秀な成績を収められた方（団体）を紹介してい
ます。情報をお寄せください。
　なお、掲載基準がありますので、詳しくは企画課公聴広報班へおたずねください。

岡山県立岡山工業高等学校３年生
弓道部所属

　梶
かじ

原
はら

　幸
ゆき

成
なり
さん（下土井）

　灰
はい

原
ばら

　拓
たく

也
や
さん（豊岡上）

■第76回岡山県高等学校弓道大会「春季岡山県高校大会」
　◦主催：岡山県高等学校体育連盟・岡山県教育委員会
　◦開催：４月21日　岡山市営吉備津弓道場

　弓道　近的の部　男子団体
　優　　勝【梶原さん：ニ番　灰原さん：落（五番手）】
※�弓道部は第55回中国高等学校選手権大会に出場されます。
　（6月22日～24日：鳥取県米子市）

＜コメント＞
　　�『今回の大会で、優勝することができ本当に嬉しく思っています。このような結果が残せれたのも、日々の自分
たちの練習の成果と顧問の仲西先生による良きご指導、信頼できる同じ部の仲間たちや親の協力があったからこ
そ、優勝できたんだと思います。ここで満足するのではなく、さらなる上を目指して、残り少ない部活動を頑張っ
ていきたいと思います。みなさん、応援よろしくお願いします』

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

宮坂流津山銭太鼓保存会「宮坂流若組」所属

◆寺
てら

川
がわ

　莉
り

央
お
さん（上竹）竹荘中学校１年

◆寺
てら

川
がわ

　和
の

亜
あ
さん（上竹）上竹荘小学校５年

◆山
やま

下
した

　紗
さ

季
き
さん（上竹）上竹荘小学校５年

◆寺
てら

川
がわ

　瑠
る

一
い
さん（上竹）上竹荘小学校３年

■第13回岡山芸術文化賞
　準グランプリ
　宮坂流津山銭太鼓保存会　宮坂流若組
　［成果］第13回民謡民舞少年少女全国大会（民舞団体の部）優勝
＜コメント＞
　　�『県からこのような大きな賞をいただき、大変うれしいです。６月には、東京で日本民謡フェスティバルという、
全国各地の代表者が集う大会に参加するので、岡山県の代表として恥じない演技を披露してきます。応援をよろ
しくお願いします』



フォト
トピックス

20広報きびちゅうおう  2012. ７月号広報きびちゅうおう  2012. ７月号21

  【
広
報
紙
Ｑ
＆
Ａ
】

イベント情報

主催：レインボーフェスティバル実行委員会
【お問い合わせ先】協働推進課　地域振興班（ロマン高原かよう総合会館内）☎0866－54－1301

●と　　き：平成24年７月21日（土）
　　　　　　午後５時～午後10時
●と こ ろ：ロマン高原かよう総合会館
　　　　　前駐車場

あつまれ！ちびっこ
！レトロゲーム！

おいしいバザーがズ
ラリ！

倉敷天領太鼓　迫力
のステージ！

夜空がキラリ！　打
上花火！

みんなでワイワイお
越しください！

今
月
号
の
表
紙

▼
今
月
号
の
表
紙
は
、
吉
備
中
央
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
合
併
８

周
年
記
念
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
の
様
子
で
す
。

　
当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
皆

さ
ん
と
て
も
楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー
さ

れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
様
子
を
表
紙

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

難
波

【
編
集
後
記
】

▼
５
月
21
日
に
、
金
環
日
食
が
観
測
で

き
、
町
内
で
も
た
く
さ
ん
の
方
が
、
天

体
観
測
を
楽
し
ま
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
日
本
列
島
の
広
い
範
囲
で
金
環
日
食

が
観
測
で
き
る
の
は
、
平
安
時
代
以
来

９
３
２
年
ぶ
り
だ
そ
う
で
、
吉
備
中
央

町
で
は
、「
三
日
月
状
」
に
な
る
大
規

模
の
部
分
日
食
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
町
の
星
空
観
測
施
設

「
ア
ス
ト
ロ
コ
テ
ー
ジ
・
ガ
リ
レ
オ
」

を
紹
介
し
ま
し
た
。
昨
年
、
大
和
公
民

館
で
行
わ
れ
た
天
文
教
室
を
取
材
し
た

時
、
望
遠
鏡
で
月
や
星
座
を
見
た
時
の

感
動
は
、今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
ご
利
用
い
た
だ

き
、
宇
宙
の
神
秘
を
感
じ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

難
波

　
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
６
月
号
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．92
の
記
事

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、お
答
え
し
ま
す
。

Q
22
頁
の
「
人
口
の
う
ご
き
」
に
つ
い
て
、
人
口

の
増
加
よ
り
、
世
帯
の
増
加
の
ほ
う
が
多
い
の

は
、
ど
う
し
て
で
す
か
。

A
４
月
は
１
世
帯
１
人
の
転

入
が
特
に
多
く
、
最
近
の

核
家
族
化
の
進
行
や
単
身
者
世
帯

の
増
加
が
そ
の
要
因
の
一
つ
と
思

わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
１
世
帯
３

人
の
家
族
が
１
世
帯
転
出
さ
れ
、

１
世
帯
１
人
が
５
世
帯
転
入
さ
れ

る
と
、
人
口
は
＋
２
、
世
帯
は
＋

４
と
な
り
、
人
口
の
増
加
よ
り
、

世
帯
の
増
加
の
ほ
う
が
多
く
な
り

ま
す
。

　岩倉山ウォーキングで新緑楽しむ
　５月３日、岡山県の中心に位置する岩倉山周辺を歩く「岩倉山ウォーキング」
が地域づくり団体　円城ふるさと村（村長　日

ひ
名
な

文
ぶん

吾
ご

さん）の主催により開催
されました。
　当日は、吉備中央町観光協会のバスツアーも用意され、町内外から約150名
の家族連れなどが参加。参加者は、円城基幹集落センターを出発し、県の中心
を示すモニュメントがある岩倉公園や円城寺などを巡る約５キロのコースを、
新緑を楽しみながら思い思いのペースで満喫されました。
　ゴール到着後には、地元住民の方が作られたばら寿司や豚汁が振る舞われ、
最後は地元産のみそや干ししいたけ、キムチなどが当たる抽選会もあり、楽し

いひとときを過ごしました。
　 田

た
中
なか

彩
あや

子
こ

さん（倉敷市）
は「新緑の中、気持ちよく
歩くことができました。ま
た参加したいと思います」
と感想を話されていました。

　主基田で田植えを体験
　５月19日、豊野の主

す
基
き

田
でん

で、伝統のお田植え祭り（ふれあい農業体験）
が行われました。この田は平安時代から、天皇が即位されたときに行われ
る大

だい
嘗
じょう

祭
さい

に献上する米を栽培したとされる丸い水田で、地元の主基田保存
会（代表　森

もり
恭
きょう

一
いち

さん）が、主基田を後世に伝えようと、毎年田植えと稲
刈りの祭りを行っています。
　当日は、同会のメンバーや豊野小学校５年生の児童、保護者など約60名
が参加。児童たちは、はじめに保存会の
方から植え方について指導を受けた後、
約300㎡の水田に昔ながらの手植えで苗を
植えました。初めて田んぼに入る児童も多
く、泥だらけになって植えながら、米づく
りの大変さを実感していました。

　安全・安心まちづくり inおかやま北が開催されました
　５月19日、岡山北警察署管内の犯罪被害の防止や交通安全を呼び掛けるイベント「安全・安心まちづくり in
おかやま北」（主催：岡山北警察署）が、吉備高原都市センター区さんさん広場で開催されました。
　当日は、振り込め詐欺被害防止を呼び掛ける寸劇の上演や岡山県警察音楽隊の演奏会が行われたほか、運転・
歩行能力や視覚機能を診断する機器を搭載した交通安全体験車「おかやまふれ愛号」による交通安全教室などが
行われました。また、記念撮影ができるよう、白バイやパトカーの展示もあり、警察活動について身近に感じる
１日となりました。

７時32分に役場で撮影した、
金環日食の様子

【４月の異動数】
転入等
増加数

転出等
減少数 増　減

世帯数 148 23 ＋125
人　口 172 70 ＋102


